
概　要
（めあて、学び
の目標を含む）

〇鞄などに付けて、誰のものかを見分けられるMyキーホルダーをつくる。
　・姓名やイニシャルなどの文字を基に自分を表す（他者と識別できる）キーホルダーのイメージを膨らませる。
　・　　　　　文字で伝えるなどを参考に「自分」を表す文字による装飾を構想する。
　・構想した装飾を、　　　木彫の技法のさまざまな彫り方を活用して立体的に表現する。
　・できあがったキーホルダーを互いに鑑賞し、よさや工夫している点について意見を交換する。

評価規準

�装飾が感情にもたらす効果や造形的な特徴などを基に､ 全体のイメージや作風で捉えることを理解している｡
�木彫の特性を生かすとともに､ 意図に応じて表現方法を追求して創造的に表している。
�姓名やイニシャルなどから主題を生み出し､ 単純化や変形､ 強調などを考え文字による装飾の構想を練っている。
�装飾の造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫について考え､ 見方や感じ方を広げている。
�木彫による装飾に興味をもち､ キーホルダーの制作や鑑賞の学習活動に取り組もうとしている｡
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■学習の流れ
段階 活動内容 指導者の働きかけ 評価 留意点及び評価方法など

導
入　

10
分

◯�姓名やイニシャルなどから、自分の目印と
なる文字を決めるとともに､ イメージに合
う書体を検討する。
◯�　　　　 文字で伝えるを参考に、さまざ
まな書体などを確認する。

◯�文字は個人を識別する目印のため、原則片
面に 1文字とし、表裏同文字なら 1文字、
違う文字なら 2文字とさせる（漢字、ひら
がな、カタカナ、アルファベットなど任意
の文字）。

【活動の様子】

展
開　

80
分

◯�材料の形に合わせ、文字をデザインする。
同時に　　　木彫の技法を参考にどのよう
に彫るかを検討する（技法は「浮き彫り」、
「かまぼこ彫り」が基本となるが、表裏で
技法を変えることも可）。
◯�材料にデザインした文字を写す（ワーク
シートの裏に濃いめの鉛筆を塗り、表面か
らなぞってデザインを写す）。
◯�写した線が消えないように鉛筆で描き起こ
し、台にするはがきサイズ程度の板や厚紙
に両面テープで貼り付け、彫刻刀で彫る。 
◯�彫り終えたら、必要に応じてサンドペー
パーで仕上げる。

◯�彫刻のため文字の点画（文字を形づくる線
や点）は、一定の幅が必要。

◯�どこを彫って、どこを彫らずに残すかを事
前に確認させておく。

※�デザインの転写には、トレーシングペー
パーやカーボン紙も使用できる。

※�材料が小さく、手で支えて彫るには危険な
ため、台に貼り付ける。裏面を彫る際は一
旦はがして再度貼り付ける。

◯�台ごと回しながら彫るように指示する。
◯�必要に応じて文字以外の空いた部分の装飾
も考えさせる（「石目彫り」など）。

※�ウッドワックスを塗り、磨き上げることも
できる。

【活動の様子】
【ワークシート】
【活動の様子】及び
【制作中の作品】

ま
と
め　

10
分

◯�制作したキーホルダーを互いに鑑賞する。
◯�他の人の作品を見て、よさや工夫を感じ取
るとともにワークシートに記入する。

◯�作品の制作意図や表現の工夫に着目させる。 【活動の様子】
【ワークシート】
【ワークシート】
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◆指導のヒント
　木彫は経験させたいが、どうしても指導時間が長くなり材料費も多く
かかってしまう。本題材では、サイズは限られるが、これまでの授業の
端材や安価な市販材料を使い、実際に使えるキーホルダーを制作する。
また、第 2学年及び第 3学年で大作の木彫制作を実施している学校では、
事前の学習経験として、その際生かされる。

◆材料について

◆指導のポイント
　材料のサイズが小さくても、発想･構想に時間がかかることも多い。
本題材では、彫刻するデザインを、主題が生成しやすい姓名やイニシャ
ルなどとして、短時間題材としている。指導時間に余裕のある場合は、
文字に限らず　　　　　 マークで伝える、　　　　　　 和の文様など
も参考に、シンボルマークにも展開できる。
　彫刻刀を使った指導では、　　　 彫刻刀の持ち方･彫り方も参考に安
全指導を重視したい。特に本題材では､ 材料が小さいため、小物用木彫
作業台がない時は、必ず両面テープではがきサイズ程度の板や厚紙の台
紙に貼り付けて制作させたい。

P.94・95 P.150・151

P.58

【生徒】・彫刻刀　・筆記用具（特に鉛筆）
【教師】・キーホルダーの材料（詳細は下記の◆材料についてを参照）　・彫刻の台にするはがきサイズ程度の板または厚紙
　　　 ・両面テープ　・サンドペーパー　・トレーシングペーパー　・カーボン紙　・ウッドワックスなど

■主な準備物

〔ワークシートの例〕

｢友達作品②｣｢名前　　　　｣
よさや工夫：

｢友達作品①｣｢名前　　　　｣
よさや工夫：

「自分の目印となる文字」

アイデアスケッチ

　　組　名前

　材料はこれまでの授業で余った端
材と小型のヒートンなどでもよいが、
以下のような木製のキーホルダーが
ネット通販などで市販されている。
40mm程度の大きさで、 1つあたり
50円程度で購入できる。

短時間題材 実践事例（指導案） 「A表現」（ １ ）ア（ ２ ）、〔共通事項〕、「B鑑賞」（ １ ）ア（ア）
P.72～75　木でつくる

第 1学年　 2時間

これが私の！ －木彫で装飾するMyキーホルダーの制作－




